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二宮周平 

立命館大学法学部二宮周平教授
の意見書。  

〇明治民法以降現行婚姻法に至
る婚姻法の沿革と原理の変遷。 
明治民法以降生殖能力が婚姻の
要件とされたことはないこと 
〇現行婚姻法の立法目的と婚姻
法の原則に照らせば、同性間の
婚姻を排除する正当な理由は無
く、むしろ同性婚を法制化する
必然性があること        
〇婚姻制度に対して社会的に期
待される役割や、個人から見た
婚姻の目的の面からも、婚姻の
目的を生殖と子育てとすること
は正当化されず、異性間に婚姻
を限定する理由が存在しないこ
と             
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〇同性婚を認めても現行婚姻法
が構築してきた社会秩序に影響
を与えるものではなく、むしろ
積極的な意義を持つこと 
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